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＜概要＞ 

 いわて東北メディカル・メガバンク機構では岩手県民の皆様に血液を提供いただき、大

規模なバイオバンクの構築を行っています。解析研究の 1 つとして、収集した血液を用い

て遺伝子の発現解析*1 を行うことを目指しています。しかし、頂いた血液を解析するため

には、洋野や久慈、大船渡、釜石などの沿岸部から内陸の矢巾町にある岩手医科大学矢巾

キャンパスの研究室に輸送することが必要です。また、遺伝子の発現解析に用いる RNA*2

は化学構造的に非常に不安定な物質であるため、研究室へ輸送されるまでに分解してしま

うことが考えられます。そこで私達は採血してから研究室へ輸送するまでの間の遺伝子発

現変化と RNA の分解を抑える方法を検討しました。 

 まず、血液の中にある末梢血単核球（PBMC）*3 という成分を用いて採血から運搬の間

の RNA の分解を防ぐ効果のある各種 RNA 安定化剤の有効性について調べました。岩手医

科大学内で 11 名のボランティアの方に協力していただき、採血した血液から PBMC を分

離して回収しました。市販されている６種類の RNA 安定化剤をそれぞれ加えた後、超低温

冷凍庫（マイナス 80℃）で凍結しました。そして、解凍後、RNA の品質を調べるために、

純度や収量、RIN 値（RNA の分解の指標となる値）について調べました。次に、遺伝子発

現の解析は、11 名の中からそれぞれ無作為に 7 名の検体を選び、定量リアルタイム PCR 解

析（qRT-PCR）および RNA シークエンシング解析（RNA-Seq）という 2 つの方法を用い

ました。 

RNA の品質を調べた結果、RNA 安定化剤を加えなかった群（非添加群）において、RIN

値の大幅な低下が認められました。これは PBMC を凍結や解凍したことによって RNA が

分解してしまったことが示唆されます。また、qRT-PCR の結果から、RNA 安定化剤添加



群と比較して非添加群において遺伝子発現の変動が大きいことが確認されました。さらに、

RNA-Seq の結果から、非添加群において約 40％の転写産物で発現変動が起こっていること

がわかりました。以上の結果から、私達が行おうとしている遺伝子の発現解析を目的にし

た大規模なバイオバンクを構築する際には、遺伝子発現の変動および RNA の分解を抑えた

検体処理方法が必要不可欠であることが示されました。 

同様にそれぞれの RNA 安定化剤添加群の遺伝子発現を解析したところ、本研究で使用し

た RNA 安定化剤のうち、RNALock および RNA/DNA Stabilization Reagent for Blood and 

Bone marrow、1-Thioglycerol/Homogenization solution の 3 種類のいずれかを PBMC に

添加することによって、遺伝子発現の変動と RNA の分解を抑えられることが明らかになり

ました。今回の研究論文では今後のバイオバンクに役立つ具体的な血液処理方法を合わせ

て報告しました。 

今後、私達はこれらの解析結果に基づいて、RNA の遺伝子発現の変動ならびに分解を抑

えた輸送を行い、病気と関連のある遺伝子変動ならびに病気の発症前に体の中で進んでい

る変化を見つける方法について研究を進めていく予定です。 

 

*1遺伝子の発現解析 

 遺伝子の発現解析とは、DNA の転写産物である RNA の発現を定量的に解析することで

す。遺伝子の発現は生体内において時々刻々と変化するものですが、病気を発症した際に

特定の遺伝子の発現が変化することが知られています。最近ではガン関連遺伝子の発現を

解析することでガンのリスクを評価することも可能になっています。 

*2RNA 

 RNA には様々な種類があり、多様な機能を持っています。最も良く知られているのは、

DNA の塩基配列を基にタンパク質を合成する過程に関与するメッセンジャーRNA

（mRNA）、トランスファーRNA（tRNA）、リボゾーム RNA（rRNA）の 3 種類です。そ

の他にも、タンパク質のように酵素活性を示す RNA や遺伝子発現に関与する RNA など多

種多様に富んでいます。 

*3末梢血単核球（PBMC） 

 末梢血単核球（PBMC）は、血液の血球成分のうちリンパ球と単球を合わせた総称です。

末梢血単核球（PBMC）は、炎症や免疫に関係しています。 
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